
Ⅰ．はじめに

　生シイタケの菌床栽培は原木栽培に比較すると軽労働

である，収穫までの期間が短い，気象の影響を受けにく

く計画的な生産が可能である等の利点を持つ（1）。し

かし，栽培方法等が多岐にわたり生産者間の経営格差も

大きい等，生産技術や採算面の問題点は少なくない。本

稿では生産者の実態調査から多様化している栽培現状を

把握し，経営面から対応策について検討した。

Ⅱ．栽培の現状

　大分県の菌床シイタケ栽培は１９９０年前後からみられる

ようになり，１９９９年の実績は生産量が８０７t，生産者数は

９７名であった。栽培形態は多岐にわたり，本稿では角型

菌床を自家製造し，浸水発生により周年出荷するタイプ

を一貫①（３戸），角型菌床を購入し，浸水発生により

周年出荷するタイプを購入①（４戸），円柱型菌床を購

入し，散水発生により周年出荷するタイプを購入②（３

戸），円柱型菌床を購入し，散水発生により秋から春に

かけて出荷するタイプを購入③（５戸）と４形態に分類

し，合計１５戸の実態調査を行った。同じ栽培形態でも労

働力保有状況をはじめ，施設・機械等の設備，菌床の購

入価格等は生産者で異なる。また，購入生産者は主に農

協，種菌メーカー等から菌床を購入する。

Ⅲ．経営分析の結果

　（１）一貫生産と購入生産の経営比較

　表－１に栽培形態別の経営分析結果を示した。一貫①

は菌床を自家製造するので１菌床当たり原価が低く抑え

られ，経営費に占める菌床資材費の割合は２０％と低かっ

た。しかし，初期投資額が２９，４３５千円と購入生産の中で

最も高い購入①の１２，５６７千円の２倍以上高く，製造菌床

数が少ないと逆に１菌床当たり経費が高まることが予想

される。また，一貫生産はシイタケの発生・管理以外に

菌床製造・培養管理の作業工程が加わるため，雇用を含

めた労働投入量が多く，雇用比率も４４％と高かった。

従って，菌床を自家製造する栽培では，機械・施設償却

費等を含む１菌床当たり製造経費を把握し，適正な労働

配分により菌床製造数とシイタケ発生数を決定する必要

があると思われる。また，一貫①は浸水回数が購入①に

比べ多かったにも関わらず，培地重量１㎏当たり収量が　

２１９ｇと低かったので，菌床製造技術を含めた栽培技術

の向上が求められる。

　一方，購入生産はいずれの形態も菌床資材費の占める

割合が５０％前後と高かった。また，一貫①と購入①の１

菌床当たり投入経費を比較すると，購入①が一貫①を

２８６円上回った。つまり，購入生産は一貫生産よりも１

菌床当たりの収入を高めることがより強く求められ，１

日当たり家族労働報酬を高めるには，さらに収量・単価

の向上を図る必要がある。

　なお，購入②は夏季高温時に空調設備の利用があるた

め動力光熱費が高く，購入③と比較すると１菌床当たり

投入経費に１０７円の差が生じていた。従って，このよう

に設備投資や動力光熱費等の固定経費が高い栽培では，

１菌床当たり収入を高めるよりも，むしろ，適正な栽培

サイクルを求め，施設の回転率を上げて，収入全体を引

き上げることが経営上有効と思われる。

　（２）散水発生と浸水発生の経営比較

　図－１に生シイタケ１０㎏当たり労働投入量を示した。

なお，一貫生産における菌床製造過程の労働投入は計上

していない。浸水発生を行う一貫①，購入①では１菌床

当たり平均５．７回（最高７回，最低４回）の浸水が行わ

れ，生シイタケ１０㎏当たり約０．５時間の労働投入がみら

れた。しかし，浸水作業の中に菌床位置の入れ替えや

弱った菌床の移動等の管理が含まれるため，採取作業は

散水発生の購入②，購入③に比較すると少ない傾向で

あった。従って，労働投入量全体としては，浸水発生と

散水発生に時間的に大きな差は認められなかった。なお，
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購入③の労働投入量は特に多かったが，この原因として

は，小規模なため１日の収穫量の差が大きく，作業の効

率が悪かったことと，自動包装機の有無等の保有設備の

違いによる影響が考えられる。

　図－２に生産量と平均単価の関係を発生操作別に示し

た。一般的に散水発生の場合「水きのこ」（＝品質低下

→単価低下）になりやすいといわれているが，発生操作

別の平均価格はいずれも１，０００円弱と同程度の結果で

あった。なお，今回の調査では同一の出荷先で価格を比

較していないため，浸水・散水が価格面にどの程度影響

しているか明らかな結果は得られなかった。しかし，浸

水・散水に関わらず，個別の単価に２００円以上の差がみ

られたことから，平均単価は発生操作等の生産面の影響

よりも，むしろ，どこにどのような方法でいつ出荷する

かといった流通面における影響が大きいと思われる。

Ⅳ．まとめ

　菌床シイタケ栽培は，投下資本額をはじめ必要な栽培

技術等が栽培形態で異なるため，新規に取り組む際には，

いずれの栽培形態で行うか十分に検討する必要がある。

また，栽培形態が同じでも，所得，所得率等の個別の経

営成果にはばらつきがみられることから，先ず，経営面

から自己の栽培を見直す必要がある。特に，施設栽培で

あっても，実際には気象条件や立地条件等の影響を受け，

適正な管理方法が栽培場所で異なってくるので，保有労

働力や気象条件に適した品種，栽培規模，栽培サイクル

等を把握し，自己の経営に最適の栽培法を確立すること

が求められる。
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表－１　経営分析結果（平成９年次経営）

購入�（５戸）購入�（３戸）購入�（４戸）一貫�（３戸）栽　培　形　態　（調査戸数）

３,６２２
９５３
３,４５３
－　

１１,２５３
１,０４２
１１,７２１
－　

１２,７０７
９５６

１２,１４５
－　

１６,９３３
１,０４１
１７,６２８
２,639

（� / 年）
（円 /�）
（千円）
（千円）

生　産　量
平　均　単　価
生シイタケ販売収入
菌 床 販売収入

粗 収 入

３,４５３１１,７２１１２,１４５２０,２６７（千円）合　　　　　計
（９％）
（６％）
（５４％）
（２６％）
（３％）
（２％）

２１９
１３４
１,３７５
６５２
８４
７１

（６％）
（１４％）
（４８％）
（２６％）
（３％）
（３％）

５８３
１,２６４
４,３１１
２,３１９
２６５
２５９

（７％）
（５％）
（５２％）
（２２％）
（１０％）
（４％）

６５２
５８５
５,２３１
２,１９３
１,００２
３４４

（１５％）
（１６％）
（２０％）
（２２％）
（１９％）
（８％）

２,２４４
２,３８５
３,０６２
３,４２０
２,９７４
１,３７４

（千円）
（千円）
（千円）
（千円）
（千円）
（千円）

機械・施設償却費
動力光熱費
菌床資材費　　（注１）
流　通　経　費
雇　用　費
そ　の　他

経 営 費

（１００％）２,５４４（１００％）９,０００（１００％）１０,００８（１００％）１５,４５９（千円）合　　　　　計
（９３％）
（７％）

２２６
１８

（９０％）
（１０％）

４６８
５０

（７１％）
（２９％）

４７６
１９１

（５６％）
（４４％）

４５３
３６３

（日）
（日）

家 族 労 働 日 数　　　（注２）
雇 用 労 働 日 数

３,３８５７,１９８１２,５６７２９,４３５（千円）投 下 資 本 額
９０９
２６％
４,０２８
１.３

２,７２１
２３％
５,８１３
１.２

２,１３７
１８％
４,４９１
３.０

４,８０８
２４％
１０,６１８
２.７

（千円）
（％）

（円 /日）
（� / 菌床）

所　　　得
所　得　率
１日当たり家族労働報酬
培 地 重 量

経営成果

及び

指　　標

�
８,６００

�
２０,７７９

�
１５,５０３

３７,３３３
２９,０００

（菌床）上段：製造数
下段：発生数栽 培 規 模

５０６
３２４
１,２０１

６１３
４３９
１.１３３

８９１
２７３
１,０８７

６０５
２１９
１,０３６

（円 /菌床）
（�）
（円）

１菌床当たり投入経費（注３）
培地１�当たり収量
生シイタケ１�当たり生産量

※聞き取り調査から作成（注１）　購入生産については菌床購入費
（注２）　１日の労働時間は８時間で換算
（注３）　１日当たり自家労賃は８千円で換算

図－１　生シイタケ 10�当たり労働投入量 図－２　生シイタケ生産量と平均単価の関係図


